








要約:Rubinsten-Taybi 症候群児 16 例につき、自然歴をまとめた。平均父母年齢、出生体

重・身長は一般集団と有意差を認ず、新生児乳児期は繰り返す気道感染、哺乳不良、嘘吐

が多かった。幼児期には便秘が目立ち、痙華発作が3例で認められた。従来記載のない思

春期早発症、早発乳房もみられた。また診断価値の極めて高い言語特性を認めた。成長障

害にもかかわらず、二次性徴の発来、成長のスパートは一般集団と同様に認められた。 


